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題名：  距離制限が１．５ｋｍ未満であれば、上り帯域拡張案を容認する 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 

 

 弊 社 は、近 い将 来 、各 ｘＤＳＬ回 線 事 業 者 はＭＰＥＧ２クラスの動 画 配 信 の必 要 に迫 られ

ると予想する。したがって弊社は、たとえ新スペクトラム方式のＡＤＳＬ回線が収容され、干

渉 により漏 話 減 衰 量 が増 大 したとしても、太 さ０．４ｍｍ線 路 長 ３．５ｋｍのＰＥ絶 縁 ケーブ

ルに収容した既存ＡＤＳＬ回線（ＡｎｎｅｘＡに準拠したＦＤＭ／ＤＭＴ方式のＡＤＳＬ回線）の下

り伝 送 速 度 は、４Ｍｂｐｓ以 上 保 障 されなければならないと考 える（アッカ・ネットワークス殿

の説明によれば、太さ０．４ｍｍＰＥ絶縁ケーブルの限界線路長は３．２ｋｍ程度である。こ

れにＮＴＴビル内や加入者宅の屋内線、引込み線等の線路長を加えれば、限界線路長は

３．５ｋｍ程度になる。したがって上で述べた３．５ｋｍという線路長は妥当である）。 

 しかるにＧＳＶ社等やセンチュリアム社等が提案する上り周波数帯域を拡張した新しいタ

イプのＡＤＳＬ回 線 は、既 存 ＡＤＳＬ回 線 に大 きく干 渉 し、その下 り伝 送 速 度 を著 しく低 下 さ

せる。ＴＴＣ－ＤＳＬ専 門 委 員 会 は、ＪＪ１００．０１第 二 版 のモデルを使 って行 った擬 似 試 験

結果から、新しいタイプのＡＤＳＬ回線の収容を容認したが、弊社はその判断が妥当である

とは考えない。またＪＪ１００．０１第二版のモデルには欠陥があるとも考える。 

 したがって弊社は、ＧＳＶ社等やセンチュリアム社等が提案する上り周波数帯域を拡張し

た新しいタイプのＡＤＳＬ回線の収容に反対した。しかしＪＪ１００．０１が改版され、新しいモ

デルの下 で行 われた擬 似 試 験 結 果 が、太 さ０．４ｍｍ線 路 長 ３．５ｋｍのＰＥ絶 縁 ケーブル

に収 容 した既 存 ＡＤＳＬ回 線 の下 り伝 送 速 度 を４Ｍｂｐｓ以 上 保 障 するものであれば、反 対

を撤回するとも述べた。 

 だが、ＪＪ１００．０１を改版するには長い期間を要する。したがって、「ＪＪ１００．０１が改版

されるまでの暫 定措 置として、現行 第二 版の下でより強 い規 制を施し、新しいタイプのＡＤ

ＳＬ回線の収容を容認すべきである」との意見には賛同する。 

 弊社は、実際の線路とＳＤＳＬ回線を使って既存ＡＤＳＬ回線への影響を様々な形態で検

証 した。そして、「現 行 第 二 版 の下 でも、距 離 制 限 が１．５ｋｍ未 満 であれば、上 り帯 域 拡

張案を容認することができる」との結論に達した。以下、それについて述べる。 
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実験で使用した実線と機材 

 

 

 別 紙 １は実 験 で使 用 した実 線 の近 端 漏 話 減 衰 量 と遠 端 漏 話 減 衰 量 等 である。ｄＢ値に

相当する部分は電圧値で、０－５００ｍ点での測定結果である。 

 

 

 実 験 は以 下 の各 ペア線 を使 用 して行 った。青 ／白 ペア線 が１ａペア線 で、被 干 渉 回 線 と

して使用した。 

 

2a 3a1b

同一サブユニット

2b

1a

3b

 
 

 

 以下は実験で使用したＡＤＳＬ（ＡｎｎｅｘＡに準拠したＦＤＭ／ＤＭＴ方式のＡＤＳＬ回線）の

仕様である。 

 

ＣＯ側チップセット ＣＰ側チップセット 上り伝送速度 下り伝送速度 

ＴＩ社製 ＳＴマイクロ社製 最大１Ｍｂｐｓ 最大８Ｍｂｐｓ 

 

 

 以下は干渉源が存在しない場面で１ａペア線に実装したＡＤＳＬ回線の伝送速度である。 

 

線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 

１．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ 

２．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ 

３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５４４ｋｂｐｓ 

 

 

 以下は実験で使用したＳＤＳＬの仕様である。 

 

変調方式 チップセット 出力 伝送速度 最大周波数 
ＣＡＰ ＧＳＶ社製 １３ｄＢｍ １．５Ｍｂｐｓ 約３００ｋＨｚ 
ＣＡＰ ＧＳＶ社製 １２ｄＢｍ １．０Ｍｂｐｓ 約２８０ｋＨｚ 

 

 

 ちなみに出力を１４ｄＢｍにするとＣＡＰ方式のＳＤＳＬの伝送速度は２．０Ｍｂｐｓ～２．３Ｍ

ｂｐｓになる。そして最大周波数は４００ｋＨｚを超える。 
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ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 下図のように１ａペア線にＡＤＳＬ回線を実装し、同一カッド内と隣接カッド内にもＡＤＳＬ回

線を実装して測定を行った。 

 

ADSL

ADSL

ADSL

2a/2b 3a/3b

1a/1b

同一サブユニット

ADSL ADSL

ADSL

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

ＡＤＳＬ回線ｘ５ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７６１６ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ７６８ｋｂｐｓ ４５４４ｋｂｐｓ ３２ｋｂｐｓ 
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ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 下図のように同一カッド内の干渉源（ＡＤＳＬ回線）を除き、再度測定を行った。 

 

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

ＡＤＳＬ回線ｘ４ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７５８４ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ７６８ｋｂｐｓ ４５４４ｋｂｐｓ ３２ｋｂｐｓ 

 

 

 

ADSL 

ADSL

ADSL

2a/2b 3a/3b 

1a/1b

同一サブユニット 

ADSL ADSL
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ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 下図のように１ａペア線にＡＤＳＬ回線を実装し、同一カッド内と隣接カッド内にもＡＤＳＬ回

線を実装して測定を行った。 

 

ADSL

ADSL

ADSL

2a/2b 3a/3b

1a/1b

同一サブユニット

ADSL ADSL

ADSL

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

ＡＤＳＬ回線ｘ５ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７６１６ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ７６８ｋｂｐｓ ４５１２ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ 
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ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 下図のように同一カッド内の干渉源（ＡＤＳＬ回線）を除き、再度測定を行った。 

 

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

ＡＤＳＬ回線ｘ４ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ７６１６ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５１２ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ 

 

 

 

ADSL 

ADSL

ADSL

2a/2b 3a/3b 

1a/1b

同一サブユニット 

ADSL ADSL
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１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 あらためて、下図のように１ａペア線にＡＤＳＬ回線を実装し、同一カッド内に１．５ＭｂｐｓＳ

ＤＳＬ回線と１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線を実装して測定を行った。 

 

ADSL

SDSL

2a/2b 3a/3b

1a/1b

同一サブユニット

SDSL

SDSL

SDSL

SDSL

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ５ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８９６ｋｂｐｓ ７２６４ｋｂｐｓ ４４８ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４４４８ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ 

 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ５ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８６４ｋｂｐｓ ７３２８ｋｂｐｓ ３８４ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４４１６ｋｂｐｓ １６０ｋｂｐｓ 
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１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 下図のように同一カッド内の干渉源（ＳＤＳＬ回線）を除き、再度測定を行った。 

 

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ４ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８９６ｋｂｐｓ ７３９２ｋｂｐｓ ３２０ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４４４８ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ 

 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ４ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８６４ｋｂｐｓ ７３９２ｋｂｐｓ ３２０ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４４４８ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ 

 

 

ADSL

SDSL

2a/2b 3a/3b 

1a/1b

同一サブユニット 

SDSL

SDSL 

SDSL 
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１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ５／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 下図のように１ａペア線にＡＤＳＬ回線を実装し、同一カッド内に１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線と

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線を実装して測定を行った。 

 

ADSL

SDSL

2a/2b 3a/3b

1a/1b

同一サブユニット

SDSL

SDSL

SDSL

SDSL

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ５ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８９６ｋｂｐｓ ６１７６ｋｂｐｓ １５３６ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ３６８０ｋｂｐｓ ８９６ｋｂｐｓ 

 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ５ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８６４ｋｂｐｓ ６５９２ｋｂｐｓ １１２０ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ３９３６ｋｂｐｓ ６４０ｋｂｐｓ 
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１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠１．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ１ 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線＠２．５ｋｍｘ４／ＡＤＳＬ回線＠３．５ｋｍｘ１ 

 

 

 下図のように同一カッド内の干渉源（ＳＤＳＬ回線）を除き、再度測定を行った。 

 

 
 

 

 以下は測定結果である。 

 

１．５ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ４ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８９６ｋｂｐｓ ６３３６ｋｂｐｓ １３７６ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ３７７６ｋｂｐｓ ８００ｋｂｐｓ 

 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ４ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

－ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ １．５ｋｍ ９６０ｋｂｐｓ ８１２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

－ ２．５ｋｍ ９２８ｋｂｐｓ ７７１２ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８９６ｋｂｐｓ ６６５６ｋｂｐｓ １０５６ｋｂｐｓ 

－ ３．５ｋｍ ８００ｋｂｐｓ ４５７６ｋｂｐｓ － 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４０００ｋｂｐｓ ５７６ｋｂｐｓ 

 

 

ADSL

SDSL

2a/2b 3a/3b 

1a/1b

同一サブユニット 

SDSL

SDSL 

SDSL 
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結論 

 

 

別紙２はＡＤＳＬ回線とＳＤＳＬ回線のＰＳＤである。ＣＰＥから５００ｍの地点で測定した。

縦軸のｄＢ値は電圧値である。別紙１からあきらかなように、実験で使用した実線の質はか

なり良い。また別紙２からあきらかなように、ＣＡＰ方式のＳＤＳＬ回線のパワーレベルはさほ

ど大きくない。 

にもかかわらず、干 渉 源 が同 じ既 存 ＡＤＳＬ回 線 の場 合 、被 干 渉 回 線 の下 り伝 送 速 度

の低下は無視できるほど小さいが、干渉源がＳＤＳＬ回線の場合、無視できないくらいに大

きい。ＳＤＳＬ回 線 の線 路 長 が２．５ｋｍの場 合 、最 悪 値 基 準 を多 少 上 回 る程 度 の線 路 条

件下では、線路長３．５ｋｍ下で既存ＡＤＳＬ回線の下り伝送速度を４Ｍｂｐｓ以上保障する

ことはあきらかに困 難 である。したがって弊 社 は、ＧＳＶ社 等 やセンチュリアム社 等 が提 案

する上り周波数帯域を拡張した新しいタイプのＡＤＳＬ回線の収容に反対した。 

とはいえ、ＳＤＳＬ回線の線路長が１．５ｋｍの場合、最悪値基準を多少上回る程度の線

路条件下であれば、線路長３．５ｋｍ下で既存ＡＤＳＬ回線の下り伝送速度を４Ｍｂｐｓ以上

保 障 することは可 能 であるとも思 える。したがって弊 社 としては、現 行 ＪＪ１００．０１第 二 版

の下でも、距離制限が１．５ｋｍ未満であれば、新しいタイプのＡＤＳＬ回線の収容を容認す

るしかない。弊社がとりわけ注視した実験データを以下にまとめる。 

 

 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ５ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８６４ｋｂｐｓ ７３２８ｋｂｐｓ ３８４ｋｂｐｓ 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４４１６ｋｂｐｓ １６０ｋｂｐｓ 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８６４ｋｂｐｓ ６５９２ｋｂｐｓ １１２０ｋｂｐｓ 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ３９３６ｋｂｐｓ ６４０ｋｂｐｓ 

 

１．０ＭｂｐｓＳＤＳＬ回線ｘ４ ＡＤＳＬ回線（被干渉回線） 

線路長 線路長 上り伝送速度 下り伝送速度 下り速度の低下 

１．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８６４ｋｂｐｓ ７３９２ｋｂｐｓ ３２０ｋｂｐｓ 

１．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４４４８ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ 

２．５ｋｍ ２．５ｋｍ ８９６ｋｂｐｓ ６６５６ｋｂｐｓ １０５６ｋｂｐｓ 

２．５ｋｍ ３．５ｋｍ ６７２ｋｂｐｓ ４０００ｋｂｐｓ ５７６ｋｂｐｓ 

 

 



弊社がとりわけ注視した実験データのグラフ
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